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プロローグ

2019年末に発生 した新型コロナ ウィルス感染症は 2020年になると

WHOが COⅥ D‐ 19と 命名 した。2020年度の前期・後期、2021年度

の前期・後期は COVID‐ 19の影響を受け、大学の判断や教員の判断に

より遠隔授業や対面授業が実施 された。2022年度 も新 しい変異株オ ミ

クロンの登場により、今後の授業形態についても確定できない状態だ。

ここでは語学の English Reading and Writingの 内容の授業科 目につ

いて 2020年度、2021年度についてその実践報告を行 う。(1)

1 遠隔授業する場合の環境の確認

遠隔授業を行 う場合には配信を行 う教員側の環境 と授業を受ける、す

なわち受信する学生側の環境がある。 ここで言 う環境 とはインターネッ

ト環境のことだ。最近の PCやタブレッ トPCにはカメラ内蔵のものが

多い。仮にこうしたものが内蔵 されていなくても、外付けのウェブカメ

ラを装着すれば何 ら問題はない。スマー トフォンにはすでにカメラ内蔵

となつている。

(1)教員側の配信環境

教員 も自宅 (大学以外)か ら配信する場合 と大学から配信する場合の

2つ の配信環境がある。2020年度については筆者 も教員側 として不慣

れな点もあり、確実にできる方法を模索 した結果、チャッ ト形式で行っ

た。 自宅 に もイ ン ター ネ ッ ト環 境 もあ り、大学 の システ ム、 C‐

L)ar」 ngよ り協働板で行った。授業内容が Rea山鴫 and Writingで あ



ったことから、協働板で行 うことも可能 となった。2021年度は大学に

は当然学内ランが整備 されているため、自宅よりもインターネッ ト環境

は安定 して使用することができた。

[状況]

2020年前期 大学の判断により遠隔授業。 自宅より配信。

2020年後期 大学の判断により遠隔授業。 自宅より配信。

2021年前期 大学の判断により 5月 まで遠隔授業 とし、自宅より配

信。その後の授業形態は教員裁量 となった。ただ し、学生の事情に

配慮 し、大学は学生が遠隔授業、対面授業を選べるようにした。筆

者は対面授業 としたものの、遠隔授業 と対面授業の学生が混在 した

ため、大学よリハイプリンドで実施 (遠隔授業での出席者が多数で

あった)。

2021年後期 大学の判断により授業形態は教員裁量 となった。ただ

し、学生の事情に配慮 し、大学は学生が遠隔授業、対面授業を選ベ

るようにした。筆者は 9月 の第 1回 目は遠隔授業で自宅より配信

したが、2回 日以降については対面授業 としたものの、遠隔授業と

対面授業の学生が混在 したため、大学よリハイブ リッドで実施 (当

初は対面授業での出席者が多数であった)。 なお、10月 半ばよりは

基本対面授業とすることが大学の方針であったが、学生の動向に統

一性がないものの、11月 半ばよりは遠隔授業出席者が大半を占め

た。

ここで言 うハイブ リッド授業 とは対面授業をしながら、その様子をイン

ターネ ットより配信 し、 リアルタイムで対面授業 と遠隔授業を同時に行

うことを指す。遠隔授業の場合には学生が音声を ONに すれば リアル

タイムで会話することもできる。



[教育方法]

2020年前期 大学が採用 している C‐Lamlng授業支援システムを

利用。「出席管理」「教材倉庫」「レポー ト」「アンケー ト」「学習履

歴」「小テス ト」「協働板」「連絡 。相談」機能などがある。おもに

活用 したのは 「出席管理」「教材倉庫」「レポー ト」「アンケー ト」

「協働板」「連絡 。相談」である。

・「出席管理」は時間を設定 して出席の確認できる機能。また、学

生は自分の出席状況を確認することができる。アクセスした時間も

確認することできる。

・「教材倉庫」は学生に配布する資料や教材を配信できる機能。時

間設定もできる。

・「レポー ト」は レポー ト課題などを配信する共に学生がそこへ提

出することもできる。また、教員の評価、コメン トなどもここで行

ない、学生がアクセスすれば、その内容を閲覧することができる。

時間設定することもできる。筆者はここで試験なども実施 した。

・「アンケー ト」機能は選択肢方式、記述式など作成者が選べる方

式のアンケー ト。筆者はこの機能を活用 して、英語辞書や遠隔授業

に関するアンケー トを実施 した。

・「協働板」はいわゆるチャッ ト。

・「連絡・相談」はメール機能で、双方向でのや り取 りが可能。教

員側からは特定の学生や全学生に連絡ができる。

筆者はこれまで SKⅥ)Eは利用 していたものの、それを利用 しての学

部の遠隔授業をすることはなかった。学生のネ ット環境や使用するツー

ルなども充分な把握 もできなかつたことから、 リアルタイムで 「協働板」

を利用 したチャッ ト形式で Reaぬng&Writingの授業を行った。 1対

19～ 25のチャッ トとなったなったが、特に筆者の戸惑いはなかった。

毎週火曜 日に 「教材倉庫」や 「協働板」で毎週金曜 日に行 う授業内容な
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ど、ある程度授業当日にする活動の学生の順番なども予告 し、事前に協

働板で発表 させることで、タイムラグによる時間のロスを減 らす工夫な

ども行った。前期は学生に対面に 1度 も会 うこともなく、遠隔授業の

方法もすべて遠隔で説明することとなった。大きな混乱もなく、前期を

終えることができた。

2020年後期 大学が採用 している C‐Learning授 業支援システムを

前期 と同様に利用。

筆者も学生も協働板に慣れたこともあ り、授業の途中でもチャッ トを通

して質問なども頻繁に寄せ られるようになった。チャットは履歴が残る

ため、学生は授業の振 り返 りをすることもできた。

2021年前期 大学が採用 している C‐ Lear面ng授業支援システムを

2020年 と同様に利用 しながら、遠隔授業で進めた。履修学生 2ク

ラスの うち、1ク ラスは 2年生のため、C‐Learningを利用 した授

業をすでに経験 していたことから、初回から本格的に授業に入るこ

とができた。協働板によるチャット形式で授業を行つた。 1ク ラス

は 1年生のため、昨年 と同様にネ ッ ト環境やツールの確認を行い

ながら進めた。大学の方針により感染者が多かつた 5月 までは遠

隔授業であったが、6月 よりは対面授業の開始 となった。 しかし、

大学の方針により学生は対面と遠隔を選んで授業を受けることがで

きることから、実際にはほとんどの学生が遠隔、対面での出席者が

数名、場合により全員が遠隔 となったこともあった。対面と遠隔の

ハイブ リッド授業の授業 となるため、協働板によるチャッ ト方式だ

けの授業から Z00Mに よリライブ配信 しながら、協働板によるチ

ャット形式なども利用 した授業展開とした。

′
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教場内の様子 (2021年 10月 8日 に撮影)

教室は CALLシステムが導入 されているが、このシステムは使用 し

ていない。 C′俎′Lシステム用のモニターが 2台がある。実働用の大学

の設備 としてはコンピュータ 1台、ウェブカメラ 1台、投影用プロジ

エクター 1台、投影用スクーンが常備 されている。筆者は遠隔授業 と対

面授業がスムースにできるようにノー ト型 パ ソコンを 2台持ち込んで

PC3台を利用 して授業を展開 した。

教室常備 PC

するために使用。

持込 PCl

持込 PC 2

Z00M配信用でプロジェクターの映像をそのまま配信

協働板 を常時受信

授業用のパ ワーポン ト用
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映像は PC lと PC 2の 内容をそれぞれ適宜切 り替えができる。教室

常備 PCでパワーポイン トなどを共有すればプロジェクター投影 しな

くても配信はできるが、6月 以降は教室での対面授業 との同時進行の

ため、スクリーンに投影することで、対面授業 と同じような形式で進

めた。

2021年後期 感染状況が収まらなかったことから後期は 9月 第 1回

の授業のみ遠隔授業で全員協働板でのチャット形式で行ったものの、

以降はハイブ リン ド授業で行 った。前期 と変わった ところは、

Z00M配信ではなく、大学が推奨 している GOOGLE MEETに よ

って行った。 これは筆者がこれまで SK]PEと Z00Mし か利用 し

たことがなかったが、後期より大学が gmailを付与 していること

から、G00LGE MEETを 利用 した。 これにより学生はよリアク

セスしやすい状態 となった。前期により筆者 も学生もハイブ リッド

に慣れて来たこともあり、スムーズに進められた。単発での回答は

音声による解答なども交え、チャット形式ではなく、よリライブ感

を強めた。

授業展開はハイブ リッ ドになると、教員側の負担がかなり大きくなっ

た。実際に教室にいる学生への対応に加え、遠隔出席者のからの回答は

タイムラグもあるため、これを説明などの時間を当て、できるだけ空白

の時間を作 らないように工夫 した。

(2)学生側の受信環境

2020年度の遠隔授業では学生側のインターネッ ト環境及び使用する

ツールについて確認がとれないままに大学側も遠隔授業をスター トさせ

た。2～4年生はすでに大学のシステムにある程度慣れていることから、
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大きな混乱はなく授業を開始することができたように思える。新入生に

ついても第 1回 目の授業では全員がチャット形式に参加できたことか

ら、学生 自身 も受信環境をある程度確保できたことがわかった。2021

年度前期についても同様の状態であったが、最初の時間に高校時代での

遠隔授業の状況について学生から確認 した。(2)その結果では 33.8%が

インターネ ッ ト経由の遠隔授業が行われたとの回答であった。 (イ ンタ

ーネ ッ ト経由の遠隔授業が行われなった。 56.2%)他 の調査などでは遠

隔授業での対応が 45%程度 (3)で ぁったことなども一部公表 されたが、

それほど高い数字ではない。文部科学省が 2021年 5月 25日 に発表 し

た 「新型コロナウイルス感染症の影響による学生等の学生生活に関する

調査 (結果)」 (調査期間|:2021年 3月 5日 ～7日 )に よれば、 2020年

度後期に大学において何 らかの形で遠隔授業が実際 されたのは 90.8%

であった。ほとんどすべてが遠隔授業であつたのは 59.6%であつた。(4)

遠隔授業で学生に必要なものとは何であろうか。大別すると2つのこ

とが挙げられよう。

1 インターネット環境

2 パソコン、タブレット等のツール

筆者が調査 した結果では学生で自宅にインターネッ ト環境がない学生は

いなかった。また、遠隔授業で使用するツールについては全員がパソコ

ンと回答 した。単に動画を視聴するだけなら、スマー トフォンでも対応

できるだろうが、チャット方式の授業 ともなれば、対応はかなり困難で

あろう。個人差はあるが、パ ソコンとスマー トフォンの 2台対応の学

生もいた。

実際に授業を始めていくと、自宅以外での授業を受けている学生がい

る事が分かつてきた。Reading&Writingで は必ず しも双方向の授業で

音声による発表がなくても成立するため、チャット方式でも対応ができ



ることは大きな利点である。学生は必ず しも自宅で受講 しているとは限

らず、中には移動 しながら、カフェなどで wi‐■環境のあるところで受

講 している学生もいた。遠隔授業では場所が問題なのではなく、インタ

ーネ ット環境の有無が重要である。

2 遠隔授業で求められるもの

COVID‐ 19の影響により遠隔授業での対応を認める通知が文部科学

省から発信 されたが、その中で特に 「双方向性の確保」が重要である。

オンデマン ド式の授業を行っても、それだけで終始 して しまえば、一方

通行 となり、双方向性の授業 とならない。オンデマン ド式ではどのよう

に双方向性を担保するかが重要となろう。双方向性を担保する意味で、

チャット式は文字によるものだが、有効だ。Z00M、 G00GLE MEET

は映像 と音声を伴った双方向性が確保できる。大学のアカウン トであれ

ば時間制限なく、利用できことも大きい。

映像 と音声を伴った双方向性を担保するにはむ しろ学生側の受信環境

にある。音声が発せ られる環境・状態であるか、映像は送れる状態なの

か。実際の双方向性の授業では、学生はカメラOFF、 マイク OFFでス

ター トする。必要があればマイク ONと なる。 さらにチャッ トも同時

に使用できるため、双方向性は他のものが音声で発言 していても、チャ

ッ トでメッセージを送ることが可能だ。

遠隔授業では特に教員からの指示等を受けての学生の活動、あるいは

質問、学生同士の意見交換などをどのように双方向性をもって行 うかが

重要だ。

3 遠隔授業での思いがけない利点

FD(Faculty De"lopment)と して最近ではどの大学でも学生の授

8



業アンケー トを実施 している。マーク方式が主流であろうが、必ず、自

由記述のようなものがある。学生からのアンケー トをみると予想外のも

のがあつた。

(1)気軽に質問ができる。

(2)チャット形式の場合には記録が残るため、あとから振 り返 りが

できる。

(3)対面授業 と遠隔授業が選べたことがよかった。

(1)については全 ぐ想定 していなかった。これにはいくつかの要因

があるが、協働板を活用 した場合には、参加学生全員にメッセージを送

ることも、特定の学生にメッセージを送ることもができるため、学生の

質問内容により個別への返信 と全員への返信を行えたことは学生への配

慮 として適切であったと考えている。また、授業にもよるが語学の授業

であったため、チャットも教員 1人対学生 19～25人の対応 となったが、

筆者はもとも学生時代に英文タイプをマスターすることをひとつの目標

にし、大学に行きながら専門学校にも通 うダブルスクールをし、その後、

世の中にワープロが登場、その後はパ ソコンが安価 とな り現在に至って

いる。いわゆるタッチタイピングについてはある程度のスピー ドでもっ

てできる状態が以前からあつたため、チャッ トによるや りとりが全 く苦

にならなかったことは大きな利点であった。そのことが学生には質問ヘ

の応答が早 く、また、全員のとのや りとりにも大きなタイムラグが生 じ

ずにできた理由にもなった。キーボー ドも使いやすいもので対応 してい

くため、対応がスムーズに行えたことがよかった。

(2)については学生にはノー トをとらずに履歴をコピペすれば、あ

る程度のものが後から作成できることになった。 これを利点と提えるか、

む しろメモやノー トととならくなる悪 しき習慣 と考えるかは様々な意見

があろう。大学での授業は 「聞きながら書く」とい う2つの作業を同時
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にこなすことが能カアップにつながると思えるからだ。問くものもすべ

てを書 くわけでもなく、どこかで取捨選択 して書 くのである。 この判断

こそがポイン トを掴んでいるかどうかにつながる。

(3)については大学の方針であつたため、それほど気にしていなか

った。当然のコ トとして認識 していた。む しろ、自分 自身のデジタル能

力で、ハイブ リッド授業の授業を維持 していくことができるのかという

大きな不安が当初はあつた。 しか し、2020年度には本務校の大学の授

業では中国にいる学生と S]●″Eでの授業、学会等における Z00M発
表、会議等があり、ゲス トだけではなく、自分自身がホス トとして運営

することも経験 したことから、ハイブ リッド授業の授業でのイメージが

ある程度できたことも幸い した。 これにより 2021年度のハイプ リッ ド

授業授業が大きな混乱なく継続的にできた。

4 教員のスキルアップ

2020年度当初に遠隔授業を行 うことが決まると、学生側のインター

ネッ ト環境もあるが、教員側から「大学に十分な設備がない」、「わから

ないからできない」などの教員側の問題あっただろう。 この問題はデジ

タルイ ミグラン ト(5)の教員には大きな問題だ。ペーパー レスになると

合理化 されたようにも思えるが、これまでは紙媒体の書類でのや りとり

もペーパー レスになると、メールのチェックやシステム上の連絡などデ

ジタル化 された情報の処理に追われることになる。

授業では単調になをらない工夫も必要だ。そのための工夫も単にビデ

オなどを見せることで幾分かは解消されようが、学生にプレゼンテーシ

ョンカを求めている昨今、教員自身がこれを率先 してできなければ本末

転倒 ともなりかねない。

COⅥD‐ 19は教員のスキルア ップをどう考えるかに実は大きな影響

を与えたのではないだろうか。双方向の Z00Mや G00GLE MEETの
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の活用については学生のインターネ ット環境だけを問題にすることで自

身でこれを活用することを考えない教員もいたかもしれない。

パソコンにカメラが内蔵されていなければ、外付けのウェブカメラを

を取 り付けるもことも簡単にできる。また、共有機能を使用すれば、教

員 自身の映像はなく、パ ソコン上の画面だけなら配信はできる方法もあ

る。

これまでの教職課程における教育課程ではその他の科 目「情報機器の

操作」 (2単位 )、 さらに指導法では ICT含む、教育方法・技術では

ICTを含む内容 となっているが、2022年度よりは情報通信技術を活用

した教育に関する理論及び方法 も求められることになる。(6)今後教職

課程を履修する学生には適用 されることになる。文科省の対応等につい

ては拙著 「教育方法 としての遠隔授業」 (2021)ですでに指摘 している

ため、ここでは詳細は省略する。(7)

しかし、すでに教員免許の保有者はもちろんのこと、現職で教壇に立

っている教員にとって自ら新 しい教育方法を模索することが強く求めら

れることになる。大学で学ぶことは最低限のものであり、それですべて

がカバー されているわけではない。そこから先は自身による向上が必要

だ。

エピローグ

COⅥ D‐ 19の影響により、好むと好まざるとにかかわらず、デジタル

化の流れは着実に進んだのが 2020年度以降の流れだ。教育界では、授

業をどのように成立させるかとい う切実な問題から、遠隔授業が急速に

進んだ。実は、設備の問題以上に教員側のスキルの問題があったのでは

ないかと筆者は考えている。若い教員はスマー トフォンを使いこなし、

スマー トフォンで ヽ utubeで動画配信す るなど、こうしたスキルを持

っているものは少なくない。これに対 してデジタルイ ミグラン トの教員
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は PCを使 うこと精一杯で、さらに動画配信するなど考えてもいない場

合が多かったのではないだろうか。ましてや 自分 自身でそれを設定 し、

それを使った授業をするなど、凡そ他人事ではなかっただろうか。現状

ではそ うでは済まされない事態 となった。組織が大きくなれば、設定な

どは事務職員や IC担当専門の職員がいる場合もあるかもしれないが、

すべての教員の世話は到底できない。教員 自身のプラッシュアップがな

ければ、遠隔授業は成立 しないのが現状だろう。いわゆる文科系の教員

であっても、これまでの情報機器の操作、ICTの活用に加えて、情報

通信技術をある程度に身に付けることは必須だろう。

注
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年度については大学に判断によりが学生の希望が優先 となった。
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